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今年度の取組 実績と成果

・第３次北海道男女平等参画基本計画に
基づき、国や市町村、関係団体と連携
し、道立女性プラザの管理運営やＤＶ相
談業務に取り組むなど、関連施策を推進

・女性の活躍推進法の推進計画に基づ
き、北の輝く女性応援会議や、女性の活
躍を応援するイベントの開催に取り組む
など、各種施策を推進

・道立女性プラザにおける男女平等参画講演会等の実
施（女性大学2期（1期10回）、教養講演会（6市町
村））
・北海道女性の活躍支援センターにおける相談業務の
実施（R3:205件、R2:192件、R1:300件 ）
・男女平等参画チャレンジ賞の実施（2件）
・北の輝く女性応援会議の開催（R4.1.27)
・多様な社会参画の方法を紹介するイベント（R3.9.9
札幌市、R3.9.23室蘭市）
・女性活躍推進セミナー（R4.2.25オンライン）
・女性活躍地域連携セミナー（R3.12.5倶知安町）
・DV相談業務の実施（R3：3,403件(暫定)、R2：3,066
件、R1：2,841件）

女性活躍推進の気運の醸成に向け、関係する部局や各地域、民間と連携してセミナー等を開催し
ている。また、DV被害者保護・未然防止のため、関係部局や民間と連携して会議等を開催してい
る。

・道内の配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数は増加しており、被害者保護・支援に民間シェルター
の活動は不可欠であることから、民間シェルターの運営に対する財政措置について、必要な要望を国に対して
実施している。（相談件数　H30：2,783件、R1：2,841件、R2：3,066件）
・審議会や会議等において、女性の活躍推進や男女平等参画全般について意見を聴取し、相談窓口等の周知
に努めたり、セミナーのテーマに反映させる等、施策の推進に役立てている。

現状と
課題

【男女平等参画への理解の促進】
・いまだ根強く残っている「固定的な性別役割分担意識」を解消し、男女がともに社会のあらゆる分野に
おいて個性と能力を十分発揮できる社会を目指して、啓発活動など意識改革のための取組を推進する必要
がある。
【女性の活躍推進】
・人口減少や高齢化などを見据え、女性の活躍を地域全体で応援していく必要がある。一次産業が基幹産
業である本道においては、こうした産業構造などを踏まえた北海道らしい女性のライフステージに対応し
た活躍支援に取り組む必要がある。
・社会のあらゆる分野で女性の力が発揮できる環境づくりを進める必要がある。
・男女がともに社会のあらゆる分野において活動に参画する機会が得られることを目指して、意識改革の
ための啓発などの取組を推進する必要がある。
【男女平等参画を阻害するあらゆる暴力の根絶】
・男女平等参画の実現を阻害するあらゆる暴力が根絶されることを目指して、配偶者等からの暴力の防止
に向けた啓発や被害者等の支援のための取組を推進する必要がある。

連携状況

施策名 男女平等参画社会の実現
施策
コード

0313

予算額
（千円）

Ｒ４ 215,585 Ｒ３ 216,534 Ｒ２ 147,256

主な取組

令和４年度　基本評価調書① 所管部局

3(3)B

概ね順調総合判定SDGs

関連重点
戦略計画等

道民生活課女性支援室所管課
環境
生活部

施策目標
家庭や地域、職場など社会のあらゆる分野で、女性の力が発揮できる環境づくりを推進するため、女性の
活躍推進に向けたオール北海道での気運醸成や、女性の視点の道政への反映を進めるとともに、男女平等
参画の促進や配偶者などからの暴力の根絶に向けて取り組む。

政策体系
(中項目)

高齢者や障がいのある方々、女性が活躍できる社会づくり
政策体系
コード

知事公約　創生総合戦略

緊急性
優先性

前年度
二次評価

意見

対応状況
(R4.3時点)



<成果指標の達成状況>　⇒３つ以外の指標は、補助指標調書に記載
増加 ％ R元年 R2年 R3年 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値 78.6 78.9 80.5 全国平均値以上

実績値 77.0 75.2 76.8 -

増加 ％ R1年度 R2年度 R3年度 最終目標(R4) 達成率 指標判定
目標値 60.0 60.0 60.0 60.0
実績値 54.3 58.0 -

R2年度 R3年度 R4年度 最終目標() 達成率 指標判定
目標値
実績値

【総合判定】

対応方針番号

B

令和４年度　基本評価調書② 施策名 男女平等参画社会の実現
施策
コード

0313

連携状況
緊急性
優先性

指標判定○

-

第３次北海道男女平等参画基本計画における、基本目標「男女が共に活躍できる環境づくり」の
観点から指標を設定。

96.7%

第３次北海道男女平等参画基本計画における、基本目標「男女平等参画の実現に向けた意識の変
革」の観点から指標を設定。

指標名②

翌年度に
向けた

対応方針

内容

①
引き続き「第3次北海道男女平等参画基本計画」の周知に努め、道内各地における男女平等
参画に対する意識の醸成や理解の促進を図るとともに、関係機関や部局と連携し、男女平等
参画社会の実現に向けた施策に積極的に取り組む。

②
女性の活躍に係る気運醸成を図るとともに、女性の多様な社会参画の促進に向けて、イベン
トの実施やセミナーの開催など各種取組を行う。

③
第４次北海道配偶者暴力防止、被害者保護及び支援等に関する基本計画に基づき、関係機
関、団体と連携を図りながら、配偶者からの暴力の防止、被害者の保護や自立のために切れ
目のない支援を進めていく。

○ B 総合判定 概ね順調

指標名①

B

分析（主な取組と成果）

男女平等参画基本計画に沿って、様々な取組を進めた結果、徐々に効果は見られるものの、固定的な性別
役割分担意識が未だ根強く残っていることから、引き続き男女が社会のあらゆる分野で性別にかかわらず
個性と能力を十分発揮できる社会づくりが必要であるという考え方の理解を促進し、意識の変革を図って
いく。

-

設定理由

分析（主な取組と成果）

分析（主な取組と成果）

令和2年度は新型コロナの影響により指標達成状況が低調となったが、令和3年度は持ち直しの傾向が見ら
れる。男女平等参画社会の実現を図っていくため、引き続き男女平等参画への理解の促進、女性の活躍推
進、男女平等参画を阻害するあらゆる暴力の根絶への取組を推進していく。

設定理由

指標名③

「男は仕事、女は家庭」という
考え方に同感しない人の割合

女性（25～34歳）の就業率（暦
年）

95.4%

設定理由



<二次政策評価>

対応方針番号

①

②

③

Ｒ５
施策の
方向性

令和４年度　基本評価調書③ 施策名

二次政策
評価への

対応

R4年度
二次政策

評価

男女平等参画社会の実現
施策
コード

0313

方向性
関連する事務事業
（新規・拡充）

道内市町村に対し、道の基本計画の周知や市町村の計画策定に
向けた働きかけを行うとともに庁内関係部局で構成する連絡会
議において、男女平等に係る課題や施策についての情報共有を
行い、関連施策の推進を図る。

女性活躍に係るセミナーや女性の多様な社会参画の促進に向け
たイベントの開催を行うとともに、様々な地域や分野のロール
モデルの紹介などを行い、女性活躍の気運醸成に取組む。

全道及び地域のネットワークや民間シェルターとも連携しなが
ら、啓発の促進、被害者発見や相談体制の充実、安全な保護体
制の整備、被害者の自立支援等に総合的に取り組む。

R5新規事
業数



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

0623 一般 北海道女性協会補助金
道民生活課
女性支援室

0 4,859 4,859 0.3 0.0 0.3 7,194 ①
改善（取組
分析）

改善

0624 一般
男女平等参画社会づくり推進事業
費

道民生活課
女性支援室

0 1,079 686 1.2 3.4 4.6 36,885 ①
改善（取組
分析）

改善

0625 一般 女性プラザ管理運営費
道民生活課
女性支援室

0 23,126 23,126 0.6 0.0 0.6 27,796

0626 事務 女性相談援助に関する事務
道民生活課
女性支援室

0 0 0 0.4 3.9 4.3 33,471

0627 一般 配偶者暴力被害者支援対策費
道民生活課
女性支援室

0 46,790 25,013 1.6 10.9 12.5 144,090 ③
改善（取組
分析）

改善

0628 一般
配偶者暴力被害者等支援調査研
究事業費補助金

道民生活課
女性支援室

0 65,704 0 0.1 0.0 0.1 66,482 ③
改善（取組
分析）

改善

0629 義務費
女性相談援助センター管理費
（義務費）

道民生活課
女性支援室

0 55,757 30,012 0.8 8.9 9.7 131,262

0630 事務
男女平等参画の推進に関する事
務

道民生活課
女性支援室

0 0 0 1.3 1.6 2.9 22,574

0631 人件費 男女平等参画推進員設置費
道民生活課
女性支援室

0 14,759 14,759 0.1 2.3 2.4 33,441

0634 一般 北の女性活躍サポート事業
道民生活課
女性支援室

0 3,511 1,756 1.1 0.0 1.1 12,073 ②
改善（取組
分析）

改善

0 215,585 100,211 7.5 31.0 38.5

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要

計

令和4年度　事務事業評価調書 男女平等参画社会の実現

女性の知識・地位向上を図るための研修会等を実施するための経費の
補助

女性相談援助センターの運営に係る事務

北海道男女平等参画基本計画の各地域での定着に向けた活動の推
進、配偶者暴力被害者相談対応や被害者支援の充実を図るため、男女
平等参画推進員を設置。

男女平等参画社会づくりの気運を高めるための広報啓発活動や会議の
開催、先駆的な活動等を行っている個人・団体等の顕彰、市町村の取
組を支援するための業務
道や内閣府が行う男女平等参画に関する調査事務
北海道男女平等参画条例に基づく、道の施策等に関する苦情申し出に
対応する委員及び道民等からの男女平等参画に関する申出窓口の設
置のための業務

道立女性プラザの指定管理に係る経費

女性保護等の行政事務

配偶者暴力の防止や被害者に対する支援等を行う事業

配偶者からの暴力被害者等の支援の充実を図るため、民間シェルター
の先進的取組に対する経費の補助

事業費
（千円）

男女平等参画に関する情報を道のホームページを活用して広く提供す
る（男女平等参画情報ボックス事務含む）
社会貢献賞の表彰に係る事務

令和４年度

0313

執行体制
フル
コスト
（千円）

令和４年度

二次政策評価意見

社会参画を希望する女性に対し、柔軟性のある社会参画の方法を紹介
するほか、企業や団体等に向けた講演会等を開催する事業

課・局
室名

前年度から
の繰越事業
費（千円）

ACTION　結果への対応（令和５年度）

次年度
方向性

二次評価意見への対応状況

一次政策評価


